
健康栄養学部カリキュラムマップ

導入科目 健康と栄養 1 ◎ ○

健康科学概論 2 ◎ ○

公衆衛生学 3 ◎ ○ ◎

社会・健康福祉論 4 ◎ ○ ○

解剖生理学Ⅰ 1 ◎ ○

解剖生理学Ⅱ 2 ◎ ○

解剖生理学実験 2 ◎ ○ ◎ ○ ○

解剖生理学実習 4 ◎ ○ ○ ◎ ○

生化学Ⅰ 1 ◎ ○

生化学Ⅱ 1 ◎ ○

生化学実験 1 ◎ ○ ◎

臨床検査実験 2 ○ ○ ○ ◎

微生物学 2 ◎ ○ ○

病理学 2 ◎ ○ ○ ○

病理学演習 4 ○ ◎ ○ ◎ ○

食品学総論 1 ◎ ○

食品学各論 2 ◎ ○ ○

食品学実験Ⅰ 1 ◎ ○ ○ ◎

食品学実験Ⅱ 2 ◎ ○ ○ ◎

調理学 1 ◎ ○ ○ ◎

調理学実習Ⅰ 1 ◎ ○ ○ ◎ ○

調理学実習Ⅱ 1 ◎ ○ ○ ◎ ○

調理学実験 2 ◎ ○ ○ ◎ ○

食品衛生学 2 ◎ ○ ○

食品衛生学実験 2 ◎ ○ ○ ◎

基礎栄養学 1 ◎ ○ ○

基礎栄養学実習 2 ○ ○ ◎ ◎ ○

応用栄養学総論 2 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

母子栄養学 2 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

中高年栄養学 3 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

応用栄養学実習Ⅰ 2 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

応用栄養学実習Ⅱ 3 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

栄養教育原論 1 ◎ ○ ◎

栄養教育各論 2 ◎ ○ ○ ◎

栄養教育実習 3 ◎ ○ ◎ ○ ◎

栄養カウンセリング演習 3 ○ ◎ ○ ◎ ○

臨床栄養学Ⅰ（疾病・医療） 1 ◎ ◎ ○ ○

2．「汎用的技能」
②基本的技能
・ 調理技術と食品安
全衛生管理能力を
基本的技能として身
につけ、活用でき
る。
・ 基本的技能を給
食管理、介護、医療
に応用できる。

授業科目の名称
授業を

行う年次

1．「知識・理解」
①専門基礎分野に関
する知識・理解
・ 社会・環境と健康に
関する基本的な知識を
理解し、説明できる。
・ 人体の構造と機能や
疾病の成り立ちに関す
る基本的な知識を理解
し、説明できる。
・ 食べ物と健康に関す
る基本的な知識を理解
し、説明できる。

1．「知識・理解」
②専門分野に関する知
識・理解
・ 基礎栄養学・応用栄養
学・臨床栄養学・公衆栄養
学に関する基本的・専門
的な知識を理解し、説明で
きる。
・ 栄養教育論・給食経営
管理論に関する基本的・
専門的な知識を理解し、説
明できる。
・ 専門性の高い5分野（臨
床栄養、栄養教諭、スポー
ツ栄養、食品研究、食品開
発・分析）に関する専門的
な知識を理解し、説明でき
る。

2．「汎用的技能」
①コミュニケーショ
ン・スキル
・ 学習する上で必要
な、「読む」・「書く」・
「聞く」・「伝える」など
の技能を身につけ、
活用できる。
・ 修得した知識をも
とに、集団あるいは
個人に、栄養に関し
て支援する能力を身
につけ、活用でき
る。

3．「態度・志向性」
③倫理観・社会的責
任・生涯学習力
・ 人々の健康増進
分野の担い手とし
て、将来にわたり
人々の健康の保持・
増進に貢献する意
欲と目的意識をも
ち、責任ある行動を
とることができる。

4.「統合的な学習経験
と創造的思考⼒」
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2．「汎用的技能」
③数量的スキル
・ 社会、集団なら
びに個人における
栄養と健康に関す
る質的または数量
的指標を解析し、
表現することがで
きる。

2．「汎用的技能」
④情報リテラシー
・ 情報通信技術を
用いて、健康や栄
養・食に関する情報
を収集・分析して活
用できる。

2．「汎用的技能」
⑤論理的思考力
・ 実験・実習で得ら
れた結果を論理的
に分析し、考察する
ことができる。

2．「汎用的技能」
⑥問題解決力
・ 健康や栄養・食に
関する問題点を見
出し、必要な情報を
収集・分析・整理し、
解決できる。

3．「態度・志向性」
①自己管理力
・ 健康や栄養・食に
ついて関心を持ちそ
の問題点について
学習できる。
・ 問題点を客観的に
把握する能力を身に
つけている。

3．「態度・志向性」
②チームワーク・リー
ダーシップ
・ 問題点の解決に
向けて他者と協調・
協働して行動し、方
向性を示すことがで
きる。



2．「汎用的技能」
②基本的技能
・ 調理技術と食品安
全衛生管理能力を
基本的技能として身
につけ、活用でき
る。
・ 基本的技能を給
食管理、介護、医療
に応用できる。

授業科目の名称
授業を

行う年次

1．「知識・理解」
①専門基礎分野に関
する知識・理解
・ 社会・環境と健康に
関する基本的な知識を
理解し、説明できる。
・ 人体の構造と機能や
疾病の成り立ちに関す
る基本的な知識を理解
し、説明できる。
・ 食べ物と健康に関す
る基本的な知識を理解
し、説明できる。

1．「知識・理解」
②専門分野に関する知
識・理解
・ 基礎栄養学・応用栄養
学・臨床栄養学・公衆栄養
学に関する基本的・専門
的な知識を理解し、説明で
きる。
・ 栄養教育論・給食経営
管理論に関する基本的・
専門的な知識を理解し、説
明できる。
・ 専門性の高い5分野（臨
床栄養、栄養教諭、スポー
ツ栄養、食品研究、食品開
発・分析）に関する専門的
な知識を理解し、説明でき
る。

2．「汎用的技能」
①コミュニケーショ
ン・スキル
・ 学習する上で必要
な、「読む」・「書く」・
「聞く」・「伝える」など
の技能を身につけ、
活用できる。
・ 修得した知識をも
とに、集団あるいは
個人に、栄養に関し
て支援する能力を身
につけ、活用でき
る。

3．「態度・志向性」
③倫理観・社会的責
任・生涯学習力
・ 人々の健康増進
分野の担い手とし
て、将来にわたり
人々の健康の保持・
増進に貢献する意
欲と目的意識をも
ち、責任ある行動を
とることができる。

4.「統合的な学習経験
と創造的思考⼒」

2．「汎用的技能」
③数量的スキル
・ 社会、集団なら
びに個人における
栄養と健康に関す
る質的または数量
的指標を解析し、
表現することがで
きる。

2．「汎用的技能」
④情報リテラシー
・ 情報通信技術を
用いて、健康や栄
養・食に関する情報
を収集・分析して活
用できる。

2．「汎用的技能」
⑤論理的思考力
・ 実験・実習で得ら
れた結果を論理的
に分析し、考察する
ことができる。

2．「汎用的技能」
⑥問題解決力
・ 健康や栄養・食に
関する問題点を見
出し、必要な情報を
収集・分析・整理し、
解決できる。

3．「態度・志向性」
①自己管理力
・ 健康や栄養・食に
ついて関心を持ちそ
の問題点について
学習できる。
・ 問題点を客観的に
把握する能力を身に
つけている。

3．「態度・志向性」
②チームワーク・リー
ダーシップ
・ 問題点の解決に
向けて他者と協調・
協働して行動し、方
向性を示すことがで
きる。

臨床栄養学Ⅱ（病態・栄養管理） 1 ◎ ◎ ○ ○

臨床栄養学Ⅲ（高齢者・母子） 2 ◎ ◎ ○ ○

栄養治療学 3 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎

臨床栄養学実習Ⅰ 2 ○ ◎ ○ ◎ ○

臨床栄養学実習Ⅱ 2 ○ ◎ ○ ○ ◎

公衆栄養学 2 ◎ ◎

栄養情報演習 3 ◎ ○ ○ ◎ ○

公衆栄養学実習 3 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

給食計画論 2 ◎ ○ ○

給食経営管理論 2 ◎ ○ ○

給食マネジメント実習Ⅰ 2 ○ ○ ◎ ◎

給食マネジメント実習Ⅱ 2 ○ ○ ◎ ◎

栄養総合演習Ⅰ 3 ◎ ○ ○ ○ ◎

栄養総合演習Ⅱ 3 ○ ○ ◎ ○ ◎

給食経営管理臨地実習 3 ○ ◎ ○ ◎ ◎

臨床栄養・公衆栄養臨地実習 3 ○ ○ ○ ◎ ◎

臨床医薬概論 4 ◎ ◎ ○ ○ ○

運動生理学 3 ◎ ○

健康食品学 4 ◎ ○

食品開発論 4 ◎ ○ ○ ○

スポーツ栄養学 3 ◎ ○ ◎

スポーツ栄養学実習 3 ◎ ◎ ○ ○ ○

地域保健活動演習 3 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

食とメディアデザイン 1 ○ ○ ○ ◎ ○

食品企画・開発論 1 ◎ ○ ○ ○

食品企画・開発演習 1 ◎ ○ ○ ○

食品加工学 1 ○ ◎ ○

食品加工学実習 2 ○ ◎ ○ ○

食品分析学 2 ◎ ○ ○

食品開発学外実習I 2 ◎ ○ ○ ○

食品開発学外実習Ⅱ 2 ◎ ○ ○ ○

発酵食品学 3 ◎ ○

食育指導論Ⅰ 2 ○ ○ ◎ ◎ ○

食育指導論Ⅱ 3 ○ ○ ◎ ◎ ○
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2．「汎用的技能」
②基本的技能
・ 調理技術と食品安
全衛生管理能力を
基本的技能として身
につけ、活用でき
る。
・ 基本的技能を給
食管理、介護、医療
に応用できる。

授業科目の名称
授業を

行う年次

1．「知識・理解」
①専門基礎分野に関
する知識・理解
・ 社会・環境と健康に
関する基本的な知識を
理解し、説明できる。
・ 人体の構造と機能や
疾病の成り立ちに関す
る基本的な知識を理解
し、説明できる。
・ 食べ物と健康に関す
る基本的な知識を理解
し、説明できる。

1．「知識・理解」
②専門分野に関する知
識・理解
・ 基礎栄養学・応用栄養
学・臨床栄養学・公衆栄養
学に関する基本的・専門
的な知識を理解し、説明で
きる。
・ 栄養教育論・給食経営
管理論に関する基本的・
専門的な知識を理解し、説
明できる。
・ 専門性の高い5分野（臨
床栄養、栄養教諭、スポー
ツ栄養、食品研究、食品開
発・分析）に関する専門的
な知識を理解し、説明でき
る。

2．「汎用的技能」
①コミュニケーショ
ン・スキル
・ 学習する上で必要
な、「読む」・「書く」・
「聞く」・「伝える」など
の技能を身につけ、
活用できる。
・ 修得した知識をも
とに、集団あるいは
個人に、栄養に関し
て支援する能力を身
につけ、活用でき
る。

3．「態度・志向性」
③倫理観・社会的責
任・生涯学習力
・ 人々の健康増進
分野の担い手とし
て、将来にわたり
人々の健康の保持・
増進に貢献する意
欲と目的意識をも
ち、責任ある行動を
とることができる。

4.「統合的な学習経験
と創造的思考⼒」

2．「汎用的技能」
③数量的スキル
・ 社会、集団なら
びに個人における
栄養と健康に関す
る質的または数量
的指標を解析し、
表現することがで
きる。

2．「汎用的技能」
④情報リテラシー
・ 情報通信技術を
用いて、健康や栄
養・食に関する情報
を収集・分析して活
用できる。

2．「汎用的技能」
⑤論理的思考力
・ 実験・実習で得ら
れた結果を論理的
に分析し、考察する
ことができる。

2．「汎用的技能」
⑥問題解決力
・ 健康や栄養・食に
関する問題点を見
出し、必要な情報を
収集・分析・整理し、
解決できる。

3．「態度・志向性」
①自己管理力
・ 健康や栄養・食に
ついて関心を持ちそ
の問題点について
学習できる。
・ 問題点を客観的に
把握する能力を身に
つけている。

3．「態度・志向性」
②チームワーク・リー
ダーシップ
・ 問題点の解決に
向けて他者と協調・
協働して行動し、方
向性を示すことがで
きる。

基礎演習Ⅰ 1 ○ ◎

基礎演習Ⅱ 1 ○ ◎

栄養科学演習Ⅰ 2 ○ ◎

栄養科学演習Ⅱ 2 ○ ◎

専門演習Ⅰ 3 ○ ◎ ○ ◎ ○

専門演習Ⅱ 3 ○ ◎ ○ ◎ ○

専門演習Ⅲ 4 ○ ◎ ○ ◎ ○

専門演習Ⅳ 4 ○ ◎ ○ ◎ ○

学校栄養教育実習指導 3～4 ◎ ◎ ○ ○

学校栄養教育実習 4 ◎ ○ ◎ ○

教職実践演習〔栄養教諭〕 4 ◎ ○ ○ ◎

管理栄養士特講Ⅰ 3 ◎ ◎ ○ ○ ○

管理栄養士特講Ⅱ 3 ◎ ◎ ○ ○ ○

管理栄養士特講Ⅲ 4 ◎ ◎ ○ ○ ○

管理栄養士特講Ⅳ 4 ◎ ◎ ○ ○ ○

スポーツ医科学演習 2 ○ ◎ ○ ◎ ○

健康スポーツ科学演習 3 ○ ◎ ○ ◎ ○

食農マーケティング論 2 ◎ ○ ○ ○

食農マーケティング演習 3 ◎ ○ ○ ○ ○
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